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う
な
点
に
重
点
を
置
い
て
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

答　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
中

に
あ
っ
て
も
、
本
県
な
ら
で
は
の
強

み
で
あ
る
交
流
基
盤
や
多
様
な
魅
力

を
活
用
し
て
、
女
性
や
高
齢
者
、
障

害
の
あ
る
方
な
ど
も
含
め
た
全
て
の

県
民
が
活
躍
で
き
る
社
会
を
築
い
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
実
施
計
画
に
お
い
て

も
、
地
域
の
医
療
・
福
祉
体
制
の
整

備
な
ど
、
県
民
が
健
や
か
で
生
き
生

き
と
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社
会
の

構
築
や
、
保
育
所
整
備
の
促
進
に
よ

り
待
機
児
童
の
解
消
を
図
る
な
ど
、

子
育
て
を
地
域
社
会
全
体
で
支
え
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
雇
用
対
策
、
産
業
人
材
の

育
成
に
努
め
る
ほ
か
、
本
県
の
優
位

性
を
生
か
し
た
企
業
誘
致
や
観
光
振

興
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

問
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
開
催
県
の

知
事
と
し
て
の
決
意
は
ど
う
か
。

答　

国
で
は
、
今
回
の
大
会
を
、
世

界
中
の
多
く
の
人
々
が
夢
と
希
望
を

分
か
ち
合
え
る
歴
史
に
残
る
大
会
に

す
る
と
し
て
お
り
、
本
県
と
し
て
も
、

大
会
の
成
功
に
向
け
て
、
国
、
組
織

委
員
会
、
東
京
都
と
協
力
し
、
競
技

会
場
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
の
整
備
や

開
催
機
運
の
醸
成
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

ま
た
、
来
県
す
る
選
手
・
関
係
者
、

観
客
を
温
か
く
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、

官
民
が
一
体
と
な
っ
た
「
オ
ー
ル
千

補

正

予

算

問
　
九
月
補
正
予
算
は
ど
の
よ
う
な

点
に
力
を
入
れ
て
編
成
し
た
の
か
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
九
年
度
の
収
支

の
見
通
し
は
ど
う
か
。

答　

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
六
月

補
正
予
算
編
成
後
の
状
況
変
化
を
踏

ま
え
、

・ 

保
育
基
盤
の
一
層
の
充
実
に
向
け

た
取
り
組
み
や
、
私
立
幼
稚
園
の

教
員
の
給
与
改
善
経
費
に
対
す
る

助
成
な
ど
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
世

代
へ
の
支
援
」

・ 

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
の

「
く
ら
し
の
安
全
・
安
心
の
確
立
」

・ 

オ
ー
ル
千
葉
で
の
お
も
て
な
し
機

運
の
醸
成
や
、
食
の
お
も
て
な
し

力
向
上
の
取
り
組
み
な
ど
の
「
千

葉
の
魅
力
発
信
」

な
ど
の
経
費
を
計
上
し
た
ほ
か
、
財

政
調
整
基
金
や
県
有
施
設
長
寿
命
化

等
推
進
基
金
へ
の
積
み
立
て
を
行
う

こ
と
と
し
た
。

　

今
後
の
収
支
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

地
方
交
付
税
が
増
収
と
な
る
こ
と
に

加
え
、
企
業
収
益
の
増
加
な
ど
に
よ

り
県
税
が
堅
調
に
推
移
す
る
見
通
し

だ
が
、
人
事
委
員
会
勧
告
に
基
づ
く

給
与
改
定
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
、
現

時
点
で
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
多
額

の
繰
り
入
れ
を
計
上
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
、
執
行
段
階
の
さ
ら
な

る
経
費
節
減
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。新

総
合
計
画

問
　
四
年
間
の
実
施
計
画
で
ど
の
よ

葉
」
体
制
で
、
「
お
も
て
な
し
」
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
契
機
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
国
や
地
域
の
人
々
と
の

交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
大
会
開

催
の
効
果
を
、
地
域
の
活
性
化
を
は

じ
め
と
す
る
本
県
の
一
層
の
発
展
に

つ
な
げ
、
次
世
代
に
し
っ
か
り
と
引

き
継
い
で
い
く
。

児
童
虐
待
防
止

問
　
千
葉
県
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守

る
条
例
に
基
づ
く
基
本
計
画
に
掲
げ

る
取
り
組
み
・
方
針
の
内
容
は
ど
う
か
。

答　

計
画
素
案
で
は
、
児
童
虐
待
の

発
生
防
止
、
早
期
発
見
及
び
早
期
対

応
の
徹
底
を
図
り
、
児
童
虐
待
死
亡

事
例
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
よ
り

児
童
虐
待
の
未
然
防
止
を
図
る
「
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の

設
置
促
進
、
児
童
福
祉
司
等
の
計
画

的
な
増
員
に
よ
る
児
童
相
談
所
の
体

制
強
化
、
地
域
に
お
け
る
専
門
人
材

の
育
成
な
ど
、
約
二
十
項
目
に
わ
た

っ
て
、
具
体
的
な
取
り
組
み
や
数
値

目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

　

県
と
し
て
は
、
市
町
村
や
関
係
機

関
と
の
さ
ら
な
る
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
本
計
画
の
着
実
な
実
施
に
努
め

る
こ
と
に
よ
り
、
全
て
の
子
供
が
虐

待
か
ら
守
ら
れ
、
幸
せ
を
実
感
し
な

が
ら
成
長
で
き
る
千
葉
県
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

再

生

土

問
　
条
例
に
よ
り
、
再
生
土
の
埋
め

立
て
を
規
制
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

答　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
リ
ニ
ア
新
幹
線
な
ど
に
関

連
す
る
工
事
に
よ
り
、
建
設
汚
泥
を

原
料
と
す
る
再
生
土
の
埋
め
立
て
が

増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
た
め
、
適

正
な
埋
め
立
て
を
確
保
す
る
こ
と
が

今
後
も
重
要
と
な
る
。

　

県
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、
再
生
土
の
埋
め
立
て
に

対
し
て
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
仕
組

み
が
必
要
で
あ
る
。

　

現
在
、
条
例
に
よ
る
規
制
に
つ
い

て
検
討
し
て
お
り
、
早
急
に
対
応
し

た
い
。

就

労

支

援

問
　
地
域
経
済
の
持
続
的
な
成
長
の

た
め
に
は
、
女
性
や
高
齢
者
の
就
労

支
援
や
職
業
能
力
の
向
上
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

多
様
な
人
材
の
活
躍
が
求
め

ら
れ
る
中
、
現
状
で
は
求
職
者
の
能

力
・
経
験
、
希
望
す
る
職
種
な
ど
と

企
業
ニ
ー
ズ
と
の
間
で
ミ
ス
マ
ッ
チ

が
生
じ
て
お
り
、
そ
の
解
消
が
最
大

の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

県
で
は
「
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
個
別
相

談
や
セ
ミ
ナ
ー
、
交
流
会
等
に
よ
り
、

き
め
細
や
か
な
就
労
支
援
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
平
成
二
十
九
年
度
は
新

た
に
、
正
社
員
と
し
て
再
就
職
を
希

望
す
る
女
性
を
対
象
に
、
職
場
実
習

を
取
り
入
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、
就
職
に
必
要
な
職
業
能
力

を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
た
め
に
、
女

性
や
高
齢
者
な
ど
の
求
職
者
に
対
し

て
、
広
く
求
め
ら
れ
る
能
力
や
、
求

人
の
多
い
職
域
な
ど
を
勘
案
し
、
パ

ソ
コ
ン
、
経
理
簿
記
、
介
護
、
建
設
な

ど
幅
広
い
分
野
の
職
業
訓
練
を
、
民

間
教
育
機
関
等
を
活
用
し
て
実
施
し

て
い
る
。

　

今
後
も
、
千
葉
労
働
局
や
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
一
人
一
人
の
希

望
す
る
働
き
方
が
か
な
う
よ
う
取
り

組
み
を
推
進
し
、
地
域
経
済
の
持
続

的
な
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
。

園

芸

農

業

問
　
園
芸
産
出
額
全
国
第
一
位
の

奪
還
に
向
け
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
。

答　

本
県
の
野
菜
、
果
樹
、
花
植
木

な
ど
の
園
芸
産
出
額
を
伸
ば
す
た
め

に
は
、
産
地
の
生
産
力
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
大
口
化
す
る
需
要
に
対

応
で
き
る
出
荷
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
が
、
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　

こ
の
た
め
県
で
は
、

・ 

集
出
荷
貯
蔵
施
設
の
整
備
、
意
欲

あ
る
担
い
手
の
園
芸
用
ハ
ウ
ス
や
、

省
力
化
機
械
の
導
入
等
に
対
す
る

支
援

・ 

産
地
ご
と
に
異
な
る
出
荷
規
格
や

容
器
の
統
一
化
に
よ
る
出
荷
ロ
ッ
ト

の
拡
大

な
ど
、
生
産
・
出
荷
体
制
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
後
は
、
さ
ら
に
、
地
域
の
関
係

機
関
と
密
接
な
連
携
の
も
と
、
集
出

荷
貯
蔵
施
設
の
再
編
や
処
理
能
力

向
上
へ
の
支
援
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
生

育
管
理
や
、
収
量
の
増
加
に
寄
与
す

る
炭
酸
ガ
ス
施
用
装
置
の
活
用
な
ど
、

一
層
の
生
産
力
強
化
を
図
り
、
園
芸

産
出
額
第
一
位
奪
還
を
目
指
し
て
い

く
。

種

子

法

問
　
種
子
法
廃
止
が
決
ま
っ
た
が
、

本
県
で
は
、
種
子
法
に
よ
る
安
全
・

良
質
で
安
価
な
種
子
の
提
供
が
、
コ

メ
農
家
を
支
援
し
、
県
の
稲
作
振
興

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と

考
え
る
が
、
ど
う
認
識
し
て
い
る
の

か
。

答　

こ
れ
ま
で
県
で
は
、
種
子
法
に

基
づ
き
、
県
内
で
普
及
す
べ
き
優
良

な
品
種
の
選
定
、
種
子
生
産
ほ
場
の

指
定
に
よ
る
計
画
的
な
生
産
、
ほ
場

審
査
及
び
生
産
物
審
査
に
よ
る
優
良

な
種
子
の
確
保
な
ど
、
種
子
の
生
産

に
つ
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て

き
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
結
果
、
良

質
な
種
子
が
安
定
的
に
供
給
さ
れ
、

早わ

生せ

で
は
「
ふ
さ
お
と
め
」
、
中な
か

生て

で

は
「
ふ
さ
こ
が
ね
」
な
ど
の
良
食
味

品
種
へ
の
転
換
が
進
ん
で
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。県

営

住

宅

問
　
県
営
住
宅
に
お
け
る
、
ひ
と
り

親
世
帯
の
応
募
件
数
に
対
す
る
入
居

件
数
と
全
体
の
入
居
割
合
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
優
先

入
居
枠
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答　

平
成
二
十
八
年
度
に
お
い
て
、

ひ
と
り
親
世
帯
の
県
営
住
宅
へ
の
応

募
件
数
は
千
三
百
七
十
一
件
、
入
居

件
数
は
二
百
四
十
一
件
で
、
応
募
倍

率
は
五
・
七
倍
と
な
っ
て
お
り
、
近

年
の
応
募
倍
率
は
、
減
少
傾
向
で
あ

る
。

　

な
お
、
全
世
帯
に
対
す
る
ひ
と
り

親
世
帯
の
入
居
割
合
は
、
一
八
％
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ひ
と
り
親
世
帯
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
、
当
選
確
率
が
高
く

な
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。
平
成

二
十
九
年
度
か
ら
は
、
十
八
歳
未
満

の
子
を
扶
養
し
て
い
る
子
育
て
世
帯

に
対
す
る
優
先
枠
を
設
定
し
、
ひ
と

り
親
世
帯
も
こ
の
優
先
枠
に
応
募
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

七
月
募
集
の
実
績
で
は
、
十
五
戸

の
優
先
枠
に
対
し
、
ひ
と
り
親
世
帯

は
七
世
帯
が
入
居
で
き
る
見
込
み
で

あ
り
、
今
後
も
、
こ
の
優
先
枠
を
継

続
し
、
制
度
の
周
知
に
努
め
て
い
く
。

教

職

員

の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

問
　
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
中
心
と

し
た
、
県
教
育
委
員
会
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
の
実
施
状
況
は
ど
う
か
。

答　

平
成
二
十
八
年
度
に
、
県
立
学

校
の
教
職
員
を
対
象
に
実
施
し
た
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、
全
体
の
九
四

％
に
当
た
る
一
万
四
百
六
十
五
名
の

回
答
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
四
・
四
％

に
当
た
る
四
百
六
十
三
名
に
面
接
指

導
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
校
長
に
申
し
出
て
、
面
接

指
導
を
受
診
し
た
者
は
、
面
接
が
必

要
と
判
定
さ
れ
た
者
の
五
・
四
％
に

当
た
る
二
十
五
名
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
こ
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の

結
果
を
集
計
し
た
と
こ
ろ
、
県
立
学

校
教
職
員
全
体
と
し
て
は
、
国
が
示

し
て
い
る
健
康
問
題
が
起
き
る
危
険

度
に
関
す
る
全
国
の
基
準
値
を
や
や

下
回
っ
て
い
る
。

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
研
修
会
の

開
催
や
啓
発
資
料
の
作
成
・
配
付
等

に
よ
り
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
推

進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
各
県
立
学
校
に
お
い
て
も
、

衛
生
委
員
会
を
活
用
し
な
が
ら
、
必

要
に
応
じ
て
職
場
環
境
の
改
善
を
行

っ
て
お
り
、
平
成
二
十
八
年
度
に
お

け
る
衛
生
委
員
会
の
平
均
開
催
回
数

は
、
年
二
・
四
回
で
あ
っ
た
。

代
表
質
問
か
ら


